






物質を構成する原子を電離させることができない電磁波

物質を構成する原子に電離
作用を及ぼす電磁波

強



ることがあると
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8310kHz - 10MHz 21 2.7×10-5

電波の強さ（瞬時値）の基準値（一般環境）



※

10MHz以下の周波数における一般環境の
電波防護指針の基準値（瞬時値）

一般環境の電波防護指針の基準値（平均時間：６分間）

平成27年（2015年）3月情報通信審議会一部答申等をもとに作成。



また、平成２０年６月に生体電磁環境に関する検討会を設置し、電波の安全性に関する研究を推進する
ための提言や、電波防護指針の評価・検証等を行っております。平成２７年６月には、電波の安全性に
関する現時点での知見等を取りまとめ、第一次報告書として公表しました。同報告書では、電波の人体へ
の影響について、長期的影響の存在を示す確かな科学的証拠は発見されていない等とされています。

確立された

安全で安心な電波の利用に向けて、
総務省検討会等の報告書を公表



更新



IARCは、WHOのがん研究の専門機関です。１９６９年にヒトへの
化学物質の発がん性評価を行うために発足し、現在では、放射線や
ウィルスなどの化学物質ではないものについても評価の対象とし
てます。IARCは、さまざまな物質などについて発がん性を調査し
て、その証拠の確かさを５段階に分類しています。２０１１年５月に
は、電波（無線周波電磁界）に対する発がん性評価を行い、その結
果、携帯電話の使用について限定的な証拠があったとして、「発が
ん性があるかもしれない」（グループ２B）に分類しました。これは、
携帯電話を使うとがんになるということではなく、その発がん性の
可能性を完全に否定できないということを意味しており、IARCで
は、携帯電話を長期間にわたり長時間使用することについて更に
研究を行うことが重要であるとしています。

（2017年10月現在）



携帯電話の基地局や放送局からの電波についても発がん性はありますか？

少しでも健康への影響が小さくなるよう、
携帯電話端末をSARが小さなものに買い換えようと思うのですが・・・

国際がん研究機関（IARC）が、電波について、「発がん性があるかもしれない」
と分類しました。電波の安全性が証明されるまで、携帯電話に関して、より厳し
い規制を導入するなどの対策をとるべきではないですか？

う制御されているため、通信時のSARの
平均値は、最大出力時の1/200程度にな
ります。通信の状態によって電波の強さは
大きく変わり、公表されている局所SAR
が大きな端末は、それが小さな端末と比
較していつも強い電波を出しているわけ
ではありません。




